
１ 課の運営方針

２ 担当（係）の使命（果たす役割）

令和２年度 課の運営方針書
こども・福祉部　障害者支援課

【課の使命】
　　「障害のある人もない人も、お互いの人格と個性を尊重し合いながら共生し、自分らしく暮らせるまちづくり」の実現に向けて、　「地域生活支援の充実」「障害者就労支援
の充実」「差別解消の推進」の展開を図ります。

【課の目標】
①　「周南市障害福祉計画・周南市障害児福祉計画」の策定
　　　「周南市障害福祉計画（第６期）・周南市障害児福祉計画（第２期）」〔計画期間：令和3年度～〕を策定します。策定にあたっては、周南市地域自立支援協議会に諮りな
がら進めていきます。

②　地域生活支援の充実
　　　障害者の地域生活を支援する機能を持つ拠点等（地域生活支援拠点等）を整備します。また、「精神障害者にも対応した地域包括ケアシステム」の構築に向け、関係者
による協議の場を設置します。

③　手話言語条例の制定
　　　手話の普及と手話の習得の機会の確保が図られるよう、手話言語条例の制定に向けて、聴覚障害者団体等の意見を伺いながら取り組みます。

④　障害者施設への優先発注の推進
　　　障害者施設共同受注センター協議会と連携し、障害者就労施設等が提供する物品・サービスの優先調達を推進し、工賃の増額を目指します。

⑤　相談支援の充実
　　　基幹相談支援センターと共同して、地域の相談支援事業者のスキルアップに資する研修の実施、関係機関との連携強化等により、相談支援の充実を図ります。

⑥　医療的ケア児支援の充実
　　　医療的ケア児支援のための関係機関の協議の場として、周南市地域自立支援協議会医療的ケア児支援検討部会を機能させ、医療的ケアの必要な障害児支援のネッ
トワークの構築を目指します。

【働き方改革による業務改善等の取組】
　　風通しのよい職場となるよう、課員の意見に耳を傾け、職場コミュニケーションの活性化に心掛けるとともに、課内の協力体制を図り、時間外勤務の削減に取り組みます。

（障害者福祉担当）
　　手帳の交付申請、各種医療の給付、手当の支給、補装具・日常生活用具の給付、情報のバリアフリー化　等
（障害者支援担当）
　　相談支援体制の整備、障害福祉サービス・障害児通所支援の支給決定　等



こども・福祉部　障害者支援課

３ 課の経営資源

（１） 課の体制

人 うち 人 ・ 人 千円 千円

（２） 事業規模 ※H30職員平均給与（ 千円）ベース ※予算計上額

千円 千円 （正職員人件費を除く） 事業

４ 課の中期目標 （優先順）　第２次周南市まちづくり総合計画・後期基本計画に掲げられた基本施策を実現するための推進施策

2

3

担当予算事業数 24

実現したい成果　（最終目標）推進施策

職員数 正職員
会計年度
任用職員

正職員 139,536

歳入予算額 2,504,934 歳出予算額

1

7,344

目標

3,631,355

５　福祉・健康・医療
３　障害者福祉の充実
（１）　地域生活支援の充実

基幹相談支援センターを中核として、地域の相談支援事業者間の連絡調整や関係機関との連
携を密にすることによって相談支援の充実を図り、障害者の地域生活を支援します。

7,95325 19 6 人件費
会計年度
任用職員

５　福祉・健康・医療
３　障害者福祉の充実
（２）　障害者就労支援の充実

障害者就業・生活支援センターや就労支援事業所等と連携して障害者の一般就労、職場定着を
進めます。また、障害者施設共同受注センター協議会と共に障害者就労施設等が提供する物
品・サービスの優先調達を推進し、工賃の増額を図ります。

５　福祉・健康・医療
３　障害者福祉の充実
（３）　差別解消の推進

「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」の施行に伴い、市民への啓発や、障害者
等からの相談対応体制の充実を図ります。障害者の活動や社会参加の制約の解消を進めると
ともに、市が発信する情報のバリアフリー化に取り組みます。


